
１．セミナーの内容が医療機関様のニーズと合致し、時宜を得たものだった

・ レセプトオンライン請求・コンピュータによる審査に関して、厚生労働省、日本医師会、支払基金、健保連
と関係者が多く、それぞれどういう考え方を持っているか、医療機関様は良くわからないのが現状。
そのため、今回のセミナーの内容が医療機関様のニーズに合致。

・ セミナー参加状況

・ 現状のレセプト請求の媒体　　　　　　磁気媒体：１　院，　紙媒体：１４　院
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Mighty Checker PRO セミナー後援シリーズ

第１回　山梨県保険医協会後援セミナー

セミナー成功のポイント
１．セミナーの内容が医療機関様のニーズと合致し、時宜を得たものだった
２．その場で医療機関様のレセプトを点検できるように設備を整えた

　この度（８月２６日ベルクラシック甲府にて）、山梨県保険医協会様主催、弊社後援で、
　　　　　　　　　「レセプトオンライン化の現状と課題～レセプト点検ソフトの効果～」
というセミナーを医療機関様対象に行いました。
今後代理店様が同様のセミナーを企画する場合に積極的に後援いたします。現在計画中の所は是非とも弊社
担当営業にご一報ください。

（２００８年９月号）

医療機関数 人数
セミナー参加 ３８　院 ８３　名
アンケート回答 １５　院 ２０　名

紙媒体
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・ セミナー構成
第一部　レセプトオンライン化の現状と課題・・・・・・・・・・４０分
　　　　　現状認識、コンピュータ審査の範囲、レセプト電算化の状況、オンライン化前のレセプト電算化の
　　　　　課題確認。
第二部　レセプト点検ソフトの効果とは・・・・・・・・・・・・・・３０分
　　　　　レセプト点検ソフトを使う目的、レセプト点検ソフトの使い方、点検内容、使い勝手、導入効果の
　　　　　具体的事例。
第三部　MightyCheckerPROのデモンストレーション・・・３０分
　　　　　レセプトファイルの読み込み→点検→結果参照の一連操作、警告一覧表・未コード化傷病名
　　　　　一覧表等の説明、医薬品・診療行為に関する辞書機能の説明。

・ アンケートに基づくセミナー評価

２．その場で医療機関様のレセプトを点検できるように設備を整えた

・ MightyCheckerPRO 搭載のノートＰＣ２台で、医療機関様依頼のレセプトファイル（媒体ＦＤ）を点検。
点検結果をレセプトイメージのファイル（PDF）にし、CD-ROMに書き込み、提供。
・ ５件ほどの医療機関様から自院のレセプトの点検ができると期待された。当日実際に持参されたのは
２医療機関様に減ったが、好評だった。

【講評】
１．レセプトオンライン化は渦中にあることから非常に関心が高い。レセプト点検ソフトに対する有効性も
　　感じており、興味を持っていることがわかった。
２．レセプトオンライン化以前に自院における「レセプト電算化対応」では予定しているところや未検討の
　　ところがあり、ばらつきがある状況。しかしこのセミナーに参加するところからこのテーマがタイミング
　　良く、的を射たものであることがわかった。

今後代理店様が同様のセミナーを企画する場合に積極的に後援いたしますので、ご一報ください。
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役に立った 役に立たなかった どちらともいえない
第一部 ９５％ ０％ ５％

第二部　＆　第三部 ８０％ ０％ ２０％

アンケートのみの質問：
レセプト点検ソフトは道具と
して有効だと思いますか？

７０％ ０％ ３０％

説明内容
評　価
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